
「りんごの色は何色？」を実施しました。

6月30日（木）の道徳で「りんごの色は何色？」という授業

がありました。「身近なところに“決めつけ”が潜んでいること

を理解する」を目的に先生方と協働して授業を実施しました。

冒頭のアイスブレイクでは、右の文章を読んで情景をイ

メージしてもらい、①～④の中でどれが一番想像に近かっ

たかを考えたところ、多くが①をイメージした結果でした。

②～④でもいいはずですが、➀に偏った理由を考え、“決め

つけ”が潜んでいることを実感しました。

後半は、ショートムービー「りんごの色～LGBTを知って

いますか？～」という、性的指向及び性自認をテーマにし

た動画を見て感想を共有し、「性」に関わること以外にも、

「りんごの色は、赤に決まってる」のような“決めつけ”が

ないか？日常生活を振り返りました。

＜生徒の感想＞

・自分の考える「普通」を他の人に押し付けないようにする

・そういう人はいるしその人たちは特別とかではなく自分たちと同じだと思って生活をする

・多くの人が同じ考えだからみんな同じ考えと決めつけてしまうからその意識をかえる

身の周りの“決めつけ”は、完全になくすことはできませんが、「“決めつけ”が潜んでいるかもし

れない」と考えると、その“決めつけ”に気付きやすくなります。ご家庭の中でも、身の周りに潜む

“決めつけ”は、何があるか？ぜひお話してみてください。
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←「りんごの色～」 の
ショートムービーは
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キャリナビ

今回の授業では、キャリア教育で育成を目指す力のひとつである、「人間関
係形成・社会形成能力」の育成に関わっています！



男の職業、女の職業ってあるの？

先日の道徳の授業「りんごの色は、何色？」で、日常にはたくさんの“決めつけ”が潜ん

でいることを学びましたね。中でも、「男だから〇〇」「女だから〇〇」という“決めつ

け”は、特にたくさん意見がでましたね。このような、男女の違いによる“決めつけ”は、

職業を選ぶときにおいてもたくさん潜んでいます。

例えば、下の職業は、みなさんは、「男性」「女性」どちらのイメージが強いですか？

恐らく一般的なイメージだと・・・

➀保育士・歯科衛生士・看護師は、女性

②警備員・自動車整備士・消防員・自衛官は、男性

といったイメージが強いのではないでしょうか。実際、①は男性が1割以下、②は女性が

1割以下しかいない職業になります（※）。

これは、「この職業は男性、この職業は女性」という、無意識の思い込みや、小さな頃

からの周りの影響によって、このような職業のジェンダーギャップが生まれていると言わ

れています。「男だから」「女だから」といった理由で、職業の選択肢をせばめてしまわ

ないよう、“決めつけ”がないか？意識しながら将来のことを考えられるといいですね♪

＜生徒の皆さん＞

保育士 自動車整備士 消防員 自衛官

警備員 歯科衛生士 看護師

※ 男性保育士4.9%→令和2年保育士登録者数等（男女別）（厚生労働省）
女性警備員6.7% →令和3年における警備業の概況（警察庁生活安全局生活安全企画課）
女性自動車整備士4.8%→令和2年自動車特定整備業実態調査結果概要（日本自動車整備振興会連合会）
女性消防員3.2%→令和3年女性消防史員について（総務省消防庁）
男性歯科衛生士0.4%→令和2年歯科衛生士の勤務実態調査報告書（公益社団法人日本歯科衛生士会)
女性自衛官7.9%→令和3年版防衛白書（防衛省）
男性看護師8.1%→令和2年衛生行政報告例就業医療関係者概況（厚生労働省）

私は、小学校のとき、将棋クラブに入ろうとしましたが、周りの人から、「女の子なんだから

手芸クラブとかにしなよ」と言われ、もやもやしながら将棋クラブに入るのを諦めたことがあります。

また、両親から、「長女だから、大学に行きたいなら家から通えるところにしてね」と言われ、家

から通える大学に決めましたが、弟は、県外の大学に進学し、そのときも、もやもやした気持ち

になりました。

当時は、もやもやしながらも、「女の子はそういうものなのか」と自分に言い聞かせていましたが、

「決めつけが潜んでいるかもしれない」という考えを知っていたら、別の選択をしていたかもしれな

いなぁと思います。皆さんも、周りの色々な意見を聞いて、自分の気持ちと天秤にかけ、総合的

に判断ができるようになると、納得のいく選択につながるかもしれません。

キャリナビのつぶやき


